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主な施設の概要 

■熱回収施設 

処理対象物 ：可燃ごみ 

処 理 能 力 ：１２５トン/日 （６２.５トン/日×２炉） 

処 理 方 法 ：全連続燃焼式ストーカ炉 

 発 電 設 備 ：蒸気タービン 定格出力 最大 3,100kW 

■リサイクル施設 

処理対象物 ：資源系（缶・びん）、粗大系（粗大ごみ・不燃ごみ） 

処 理 能 力 ：２３トン/日（１日５時間稼働） 

処 理 方 法 ：資源系（選別・圧縮成型）、粗大系（破砕・選別） 

 現在、四條畷市と交野市の両市が共同でごみ

を処理するための新施設の建設工事が、交野市

大字私市３０２９番地外（約 5.7ｈａ）ですす

められています。 

 この新施設の竣工は当初は平成 29 年 7 月末

に予定されていました。しかし、工事をすすめ

る過程のなかで「自然公園法に係る許可が遅延

したこと」、「強固な岩盤の掘削工事が難航した

こと」によって 7か月の工期延長がされました。

今は、順調に工事もすすみ、平成２９年１０月

に施設の稼働を迎える予定となっています。 

※契約変更の内容について 

 今回、工期が 7か月延長と

なりましたが、契約金額につ

いては性能発注方式による

建設工事であるため、発注側

と受注側で変更がないこと

が確認されています。 

新ごみ処理施設工事の状況（平成 29年 3月時点） 

 

 

 

 10 月からの新ごみ処理施設の稼

働に合わせて、「ごみの排出区分の

変更」と「粗大ごみの一部有料化」

が実施されます。 

 現在の「普通ごみ」から「燃やす

ごみ」に名称が変わります。「燃や

すごみ」は従来の普通ごみに加え

て、45 ㍑以下のポリ袋に入る燃え

るもの（例：衣類・靴・製品プラス

チック類・木類など）を原則として

排出できるようになります。 

★袋に入らない物でも、袋に入るサイ

ズに小さくすれば大丈夫ですよ。 
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